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Japanese-poem of thirty-one syllables is unique to other-forms in Japan. The poem-form has 
distinct characteristic which expresses intensively natural phenomenon， occurances in daily life， 
feelings or thought of their own， and other things in this very short poem舗form.
Very often this short poem-form gives more impression to readers than longer sentence one. 
1 have been teaching my students improvisation， that is a basic of dance， to express thier 
feeling easily and naturaly by imaginative training. 1 have been developed the teaching skils 
for improvisation of dance in order to extend students' creativities without any resistances to 
express their fee1ings. 
In this study the students were asked to create J apanese予oems，which is said to be the 
direct expression of emotion， everyday. 
1 researched the effect on improvisation of dance by using Japanese-poem. 
繕 広"
人の性絡は，生来のもの郎ち先天的なものと，成長の段階での環境の影響によるもの部ち後天的なものとの，
両方から成り立っていると言われている そこで教育に携わるものにとって，もし彼等の性格に少しでも影響を
与え得るとするならば，その後天的な部分においてであろう.
ところで，ダンス指導をする場合，与えられた動きはこなせても自由にそれぞれのイメージを駆使して行う，
即興表現となると尻込みしてしまい，挙句にはダンスは難しい・商白くないと怒ってしまうとL、う経過を辿りが
ちなのであった.
そこで，それぞれの発想の違いにロ…ノレシャツハ・テストによる情緒的側衝との関連性を見出し，性格類型別
の指導さと試みたり，又P-Fstudyによるものなど色々工夫してきた.しかし，与えられた単位時間内での指導
には限界があり，もっと呂々の生活の中で豊かな情絡を育てられないものかと常々考えていたこともあって，今
回は人の心の発露ともいうべき短歌~，毎日一言まずつ詠ませることにより援かな感性を主義い，それがどのように
郎輿表現に反映されているかをみるべく，本テーマを設定して研究に取り組んだ.
研究方法
1.対象
武庫川女子大学体育専攻3年の体育学演習受講生 14名
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2.期間
平成 4年 4 月 17 日(授業開始 1 日目)~同 7 月 3 日(授業最終日)の 88 S間
3.内容
1. 上記の期間毎日一首ずつ短歌を作り，次選の授業時に提出する.
2. 最初と最後の時間には， i言語連怒検変を実施し，その中の一つを取り上げて 50秒間の即興表現を行わせ，
VTRに収録する.
3. 言語連想検ままによるイメージの変化・動きの変化と短歌による感性の変化との関連性を見る.
結果と考察
1.短歌とその内容の考察
31文字の短歌は日本独特のものであって，この短い詩形の中に，自然現象・生活事象・思想・感情等が集約され
ているのが特徴である.徒に長い文章よりも短い詩形の中に感り込まれたものが，読む人の心を打つことはよく
知られている通りである.短歌は自分を狭し出す水鏡のようなものであるとも言われているのだ.
そこで，各人の詠んだ 88首の中から 4・5・6月より 2首ずつ選び出し，検討してみたし、と思う.
[A] 
・太陽の 光まぶしく 尽が関かず もうすぐ笈だ 晩春の臼差し
・走りこみ 必死に走って 疲れたよ 汗で衣服が びしょびしょになる
・曇り空 もうすぐ雨の 気配がし 鞄の中に 傘入れていく
・目覚めから 部屋の汚さに 苛立って 掃徐機をかけ 気分すっきり
・グランドの 主主を見ながら 思いだす 一年の頃の 早級車引き
・母親の E差替をもとに つくられた 長橋祥は明るく とても惑やか
最初のころは，自然現象や生活事象をそのまま素直に述べているに過ぎないが，一ヵ月経った墳からは微妙な
心の揺れ合歌に詠みこむようになってきた.
そして最近では，積極的に季節と関わり，辛かった昔のことをグラ γ ドの撃から思い起こし，また派手な長嬬
祥から母親の若かった演の華やぎを想像し，離れて暮らす故郷の母への愛慕の念に駆られていることが窺われる.
[B] 
・ホーホケキョ 耳にしたけど 自主旨開けず 夢の続きを 見ていたい朝
・ボー ノレ投げ 五ヵ月間の ブランクが 八年間を 初心に戻す
・晴れた日の まぶしく光る 太陽は 真夏の気候を 怒い出させる
・懐かしく いとおしく思う あの頃は 土にまみれて 夢を信じてた
・どんよりと 暴れる空は 世の中てど 見つめて我慢を しているかのよう
・雨音に 刻まれていく 持の流れ ふと思い出す あの釘の隔を
自然、の中に素直を自己を投入しつつ， しかも一方では，中学・高校-大学と筋目も振らず，ただ一筋にやり続け
たクラブ活動についての亥歓が歌われていて，読む者の心に迫ってくるものがある.
[C] 
・初めての 人にはすごく 気を遣う 卒く気楽に 話してみたい
・久々に 家族で囲む 夕げどき 大勢で食べる 御飯のおいしさ
・太陽が 雲に隠れて 暗くなる 雨が降り出し 気分はゅううつ
・スタジオで エアロなしながら 汗流し 心も体も ストレス解消
・家に帰り ドプを開けても 明りなし 家族は良いと つくづく思う
・生きていたら 今日は父の 誕生日 胸に手を当てて 普を思う
まず自分の性格に触れ，何とか内向的な性格を改めたいと車買っている.それが下宿生活の味気なさをかこち，
家族への親愛の恕、いとなり，折りに触れて詠みこまれることとなる.全体としてせきが感じられ，数の流れに余
り進展はみられないが，少しずつ視野を広げていっていると思われる.
10 
短歌による感性の高擦がダンスの即興表現に及ぼす影響
[D] 
・見上げれば 銀色の雲 流れゆく 光の中に 包まれるかのよう
・森の中 小径を行けば 鳥の声 ささやきかける 私の心に
・美しい 花の命は 短くて 目立たなくても 堂々と咲け
・父親も 今日はめでたく ま王十才 だんだん父が 小さく見える
・防波堤 打ち寄せる波の 砕け散る 風に吹かれて 独り立ちすくむ
・父の沼に パジャマを贈り 着せてみた ]t，外に似合い 若々しく見える
彼女の歌には最初から，自然現象・生活事象などを素直に捉え，さりげなく詠みながら，そこに人の心宏捉え
て放さない何かを持っていた.特に父親を詠んだ歌には，父に寄せる娘心のやさしさがにじみ出ている.
[E] 
・自が覚めて ふと外見れば 澄んだ空 気分も弾み 午後は出掛けよう
・いつ見ても きれいな夜景 夜は更けて ネオンが消えて 衝は静まる
・髪を切り 六ヵ月過ぎ 定着す 長い髪にも また憧れる
・朝起きて 窓を開けると 初夏の風 気持が和む 心地の良さよ
・日暮れ時 久方振りに 髪を切る 更に短く 愛らしい髪
・梅雨どきに 雨の章容が よく似合う 庭さきに咲く あじさいの花
常々学生には， wあらゆることに知的関心や好奇心を持ちなさい.そうすることにより，小さいものに生命力
安見出して，驚きと感動におののき，自分を再発見することに繋がるのですよ』と言い続けてきた.
ところが彼女の場合，自然の風物に目を止めてはいるものの，ただ平凡な叙述に終わっている.緩後のあじさ
いの歎は，雨に打たれて重たげに揺れている花と，それに見惚れている乙女の，絵のような光景が浮かんでくる
俊作であるといえよう.
[F] 
・援かい 陽だまりの中 展寝した 闘を覚ましたら 夕方だった
・カーテンを 突き抜けて射す 夕陽あり それも束の間 隠は暮れていく
・洗剤の 匂い爽やか 身も心も 洗われるごと 洗議終えて
・思い出の 一つのようで 捨て切れぬ 黄色を幣びた このサインI様
・通るたび 「本日限り」の ノミー ゲンを いつまでするの いつか聞きたい
・どうしても 海が見たくて 須磨に行く しかしゴミだけ 歓迎してた
「カーテンを突き抜けて射す夕陽JI洗剤の匂い爽やか」など霊長かな感性と蓄えよう.そして次第に冷めた認で潟
図を見つめていく.独り暮らしの淋しさを，ストレートには詠んでいないが，底流する望郷の思いは見逃し得な
いし，それがクールな自での社会議刺になったりする.
[G] 
・ポカポカと 陽気の良さに うっかりと 眠気誘わる 授業の最中
・豪雨後の 雲の流れの 変わるさま 太陽顔出す おかしな天気
・折角の 休日終わり 明日からは 気を入れ箆して 練習開始
・腹立つ日 その日一日 気は重く こぼす愚痴に 嫌気さす自分
・実習を 終えて縁って きた先輩 すがた痩せしを そと見つめいる
クラブの幹部としての愛資を担いつつ， 13々 精進する誠実な姿が，歌から窺える.そして，王子繁は厳しい先殺
が，教育実習を無事に終え痩せて帰ってきた姿を目にして，口には出さないものの，いとおしむ後室長としての優
しさが，留守を大過なく守り得た安堵感と共に，読む者にったわり佳作となっている.
[H] 
-辛い夜 独りベッドで 泣いている どうして涙
・春蘭けて 外はポカポカ 践が照って 体ウズウズ
・独り暮らし 慣れてきたとは いうものの ふと訪れる
・雨の中 暗い夜道を 傘ささず 雨が涙も さらってくれる
こんなにいっぱい
みんな走ろう
淋しい夜更け
?
?
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-衣替え 少し日焼けの 机見せて 期待ふくらむ 夏はすぐそこ
・忘れた恋 夢の中に 現れて 落ち着いた心 また暴れ出す
連日の激しいクラブの練習を終え，下宿へ1腐ってもただ一人.そのわびしさの中にふと忍び寄る人恋しさ，つ
い涙が出てしまう.しかし又，思い穫して練習に励む.だが夢は無情にも，忘れた答の人を思い出させてしまっ
た.様々に揺れ動く乙女心を歌い上げて，読む人の胸に迫るものがある.
[1] 
・アノレバイト 楽しみながら 一ヵ月 やっとやってきた 今日給料日
・憧れの 人に彼女が 居ることを 知った私は どうすればいい
• EB舎道 歩けばやはり 洛ち潜くが 街の人ごみ また懐かしい
・買物に 出掛けて野菜を 手にすれば キューりの安さに 夏を感じる
・いつの日か 見た燕の巣 今はもう 雛の鳴き声 間こえなくなる
• 13暮れると 肌寒くなる この頃は 梅雨の気配を 感じさせたり
中学・高校より続けてきたクラブ活動も，大学に入り辞めてしまった後に襲ってきた空虚感.明確な目擦を見
つけるまでの間，アノレパイトをしたり他の大学でのサークノレ活動などを色々模索していた持，ふと心に止まった
人が忘れられない.そのような女心の揺れが，平凡な艮常生活に一つの点、を打っている.
[J] 
・恋しくて 毎回途いに 行くけれど あなたはいつも 冷めているのね
・毎日が いつもと同じ ことばかり 何かが欲しい 生活の中
・はや五月 一瞬の間に 過ぎ去った このひと月は 何もしないで
・友達が 悩みの中で 泣きくずれ 慰め合いたり 私達二人
• EB舎では 今の時期なら 回溜より 鮭の歌が 聞こえてくるよ
・あじさいの 香りほのかに 漂って 光ざわめき 夏はすぐそこ
中学・高校から続けてきたクラブを鮮めた時の空虚感は，この人の場合も同じであろう.その時に忍び寄る人
恋しさ.一時は乱れた女心も 5・6首自あたりでは大分務ち着いてきている.きっと時が解決し，うまく切り抜け
ていくことであろう.
[K] 
-花咲いて 人は花愛で そして散る 花の命は 人のそれに似て
• F認が降り 雑念流す 如く降る いつ止むことかと 待ち続けている
-友達は 心の支え 励み合い 喜びと実とを 共に享受す
-青春は 議物に拠って 勉強する そしてひたすら 年を重ねる
-はや十時 聖歌溢れる 愛こめて 隣の教会の 臼耀礼拝
・目が覚めた 筒音がする 大好きな 涼しい朝は 騒音も聞こえず
留学生の彼女は，日本語に大分慣れてきたとは蓄え，ともすると中国語での表現になってしまう.それゆえ，
考え過ぎて最初の頃は，理屈っぽい護士となっている.それがやっと最近では，素Eまな描写となってきた.今後と
も暖かく見守り，毒率いていきたし、と，思っている.
[L] 
・閉ざされた ドアの向うは 死の閣か ひとり静かに あの人思う(尾崎豊の死)
・回が潤む 母の顔色 よくならずずっとそばに ついていてあげたし、(母の入混)
• Bチーム 隣でAが やっている いつかまたAに 戻る日が来る
・帰り道 早く寝たいと 思いつつ 野良猫と遊ぶ 夜は更けていく
・熱い手で カいっぱい 引き寄せた 夢は空虚に 空回りする
・ここ最近 中途半端で 何も彼も 吐き気がする程 イライラとする
歌全体に，何かしら退廃的な虚無感が感じとれる.クラブ活動でAから Bチームに溶とされたうつぶんは分
かるとしても，投げやりにならず地道な努力を重ねていって欲しいものだと思う.繊細な感性の持主であるだけ
に余計そう患う.本人も自分でよく分かつていることだと思うから.
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[MJ 
-さくら散り 四季の移ろい 早くして 鰹の毅子が 大空泳ぐ
-野良猫が わが足許に 擦り寄りて ニャンと一戸 何が言いたい
-一筋の 糸を引きつつ 飛行機の 雲の際関を 見え隠れしつ飛ぶ
-初夏の夜 墜にもたれて 思い出す 田舎の夜の 娃鳴く声
-快椿に 洗穣物が 乾けるも わがJ心中は 潤いのなく
-休講の 知らせに心 ときめきて わずかな余暇の 使い道線る
M の歌は最初から，短歌としての体裁を調えていた.しかし，親許を離れクラブ活動に追われつつ，独り暮
らしをする者の味わう孤独感には耐えきれず，いきずりの野良猫に思いを寄せたりする.それぞれの歌から，淋
しさに耐えようとしている亥感が伝わり，胸の熱くなるのを覚える.
[NJ 
-いらし、らと
・雨あがり
・接骨院
・疲れてる
気持だけただ 焦ってる 見習いたいのは 遅咲桜
率のタイヤが 水たまり はじいて匂う 春雨の番
信じて通い 治療受け 必ず私の 膝は回復
時に花摘み 友途に 渡すと友が 笑顔をくれた
-怠詰まるコンタワートの 隊、潤から 健気に生きる 一つのすみれ
・自然見て 歌を詠むこと もう三月 生活荒めば 何も詠めない
この人も前の LやM と同様，繊細な感受性に恵まれていて，人の心に食い入ってくるたくさんの歌唱と詠んで
いる.だが，クラブ活動で膝を傷めてから，思うように練習できない苛立たしさに，心まで荒んでくるような地
獄の毎aと格闘していることが歌から窺える.一日も早く膝が回復して，いきいきとした歌を読んで欲しいもの
だと切に思うものである.
以上， 14人 88首の歌の中から 6首宏抜粋して街単に考察を加えてきたが，次に言語連想、検査によるイメー
ジの内容と，その中から一つを選択しての即興表現との関わりを見ていきたい.
2.言語連想検査(羽TordAssociation Test)WAT“瓦の実施と結莱の考察
1.概要
この検査は本来，臨床に用いて患者の身体的症状の裂に隠されている心理的な問題を競べようとするために工
夫されたものであるが，それとは別に企業における人事考交や社員の精神衛生に，或いは外国人に適用して比較
文化の研究に，教育の場では受校拒否生徒・児支への教育的配慮、に，また老人性痴呆の早期発見や治療の指針と
して利用できるという魅力をもっている.
そこで今回は，学生のイメージ・テストとして用い，集計の段階で項目を整理統合して，短歌による感性の高
揚との関連性を見た.
2.整理項目
(1)反対諮反応 (2)類似諾・同義語反応(材料・関連物反応 (3)定義語反応
(4)感情反応(形容詞・形容動詞・副詞など・・・これを+・土・ の3段階に細分)
(5)自我喜善出反応(動調反応 (6)飛躍反応 (queer反応 (7)連想反応1(popu!ar反応)
(8)連想反応I(unique反応 (9)色彩反応 (10)形状反応 (11)自我崩壊反応
(12)反応なし (13)その他(どの項目にも分類できない漠然としたもの)
3.実施段
平成4年4月 17日・肉7月3B 
4.結果と考察
言語反応と短歌との関連性
当初はストレートな感情反応，それも低レベルのものが最も多かったが，最後にはユニークな連想、反
応が大きな比主将で出現した.これは短歌でも同じことがL、える.
定義反応、が減少し，良質のユニークな連想反応が増加，問時に飛躍したタイア反応も多く見られるよ
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うになった.クラブ活動宏やめ，心の動揺の納まっていない短歌と椙呼応する反応と言えよう.
C I Aと悶様，当初は低レベノレの感情反応が多く，後半にはユニークな逮想反応、が出現したとは震え常
識的なポピュラー反応、から脱却しにくく，短歌の進歩も捗々しくない.
D I A'Cに似ている.つまり当初感情A反応の占める度合が大きかったが，次第にユニークな連想反応へ
の移行が見られ，心の機微に触れる短歌が折4見られるようになった.
E I ポピュラ…な連想、反応からユニークな反応への移行が見られる.自己診出反応が多く見られる点か
ら，短歌にもストレートな描写が多く繊細さが乏しい.
F I 当初のストレートな感情表現が沈潜し，多愛のユニーク反応、と飛躍したタイプ反応が多くなった事
は，短歌の冷めた自での社会議刺と何等かの関連があるのではないだろうか
G I 感情反応が見られず，反対話・定義反応が多い.後半ではユニーク反応が増えてきていることは，短
数でも感情は表に出さないものの，心の底での揺れが見え初めている.
H I 当初の低レベノレの感情反応からユニ…クな反応への移行が見られるが，まだ常識的な域を脱却でき
ず，模索している姿が短歌から窺える.
一食して同談話反応が多く理屈っぽL、が，常識的な反応からユユークな反応への移行が見られる.ク
ラブ事をやめた動揺から:iLち箆り，短歌でも一寸した心の揺れや弾みを捉えようとしている.
J I 多盤の反対語反応、がなくなり，ユニークな反応、は増加しているが，クラブをどやめた動揺からか自巴診
出反応が多い.しかし，自然観照の芽生えが綾歌に見え始めている.
K I 当初は鐙歌がそうであったように，理屈っぼL、問談話反応が多かったが，後半にはユニーク反応、が増
加してきている.
L I 当初は尾崎重量の死に関する短歌が多く，悶特に言語反応においてもユニークな反応が多発したもの
の，反応不能の項目も多数出現した.後半では，ユニータ反応とクイア反応が多くなっている.
MI ローノレシャツハ反応においても，議かな色彩反応;は情緒的側面の発達を示したが，この人の場合，そ
れに該当するといえよう.それゆえ，短歌でも数多くの佳作をうみだしている.
N I 当初多量だったポピュラ一反応が後半には減少し，ユニーク反応への移行が目立つ.他に自己喜多出反
応、とタイプ反応が相当数見られるのは，傷害によりクラブ活動が十分できないことによる心の動揺の現
れと言えるのではなし、か
以上，紙数の都合で簡潔にそれぞれの，初めと終わりの2回の検査結果について考察を試みたが，次に全員の
平均値をグラフで示そう
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Fig 1. Effect on Word Association Test 
これによると，常識的なポピュラ一反応 (7)が減少してユニークな反応 (8)の増加が目立つ
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短歌による惑性の高揚がダンスのJlP輿表現に及ぼす影響
3. flD奥表現の結集と考察
言語連想検査を終えたあとで，各自連想語の中から一つだけ取り上げ，そのイメージを 50秒間踊らせた.
1. フロアー・パターンとレベノレ
有
父親一大地 (8)
府 女一理想、 (8)
けんかー暴力 (2)
8 
不安一希裂 (8)
字 区平
副」士竺!
夫一偉そう (4+)
G 
いっぱい (6)愛情一感情 (2)
環在一犠緒不安定 (5)
神さま一天使 (2)
先生一生徒 (1) 
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「 ?
うちー猪 (6)
Fig 2. Floor倫paternand Level 
2.即興表現と短歌との関連性
レコードーまわる (5)
友達一あそび (6)
し
/¥ 
対象| 即興表現と綾歌との関連性
A I 生活事象の単純な動きから，ユニーク反応のしかも複雑な心情表現がなされ，フロアーパターンもレ
ベノレも複雑になり，浸りきって腐っていた.短歌でも後半，微妙な心の揺れが詠みこまれていた.
B I 発想は初めも終わりもユニークで，どのように表現するかと期待されたが，照れから税却できず，王子
凡な動きで終わってしまった.クラブを辞めた動揺からの立ち蔵りが期待される.
C I 短歌や言語反応、でも指摘したように，日々の生きかたに甘さが残って蔚るため，動きにおいても，イ
メージが広がらず，平凡なしかもマイム的な動きとなっている.短歌にも進展が見られない.
D I Cと同様な甘さがみられるものの，短歌では折々心の機微に触れるような伎作がみられた.しかし，
動きになるとイメージを表現しきれず，短歌の進歩にはついていけなかった.
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E I 、かにも常識的に生きている為，イメージが広がらず短歌もi言語表現も動きも平凡然もマイム約で
あったが，ユニークな発怒も増加してきているから，今後は期待できるであろう
F I 初めの時も後の時も，動きは多彩で真剣にイメージをふくらませて，表現しようとしていた. D設には
見えないが，動きの質の肉上が見られた.短歌でも重量かな感性がみられた.
G I 初めの演は感情をストレートに出していたが，次第に沈潜してくるにつれ，短歌が深みをもってき
た.動きもテクニッグは未熟ながら，真剣に表現しようとしているところから充ている者に通じる.
HI 言語表現には感情表現が多く，動きの場合も感情表現が主流となっているが，短歌と同様ユニータな
発怒が見られるので，いろいろな動きを指導することによって伸びる人である.
1 I 初めの動きは，マイム的であったが，終わりの動きは抽象的なものの表現に工夫がみられた.
J I !Jラフーをやめた皮脱状態が，短歌にもみられ，動きの場合もそのようなとりとめのないイメージなが
ら，かえって心情が素直に表現されていた.感性は重量かな人であるから，今後に期待しよう.
K I ダンスの経験年数が長いので，どんなイメージでも表現しきれる人である.短歌の指導により発想や
動きに，より掘ができ動きの質も一層高まると思われる.
L I 発想のユニークさからどのような動きをするかと期待されたが，第 l聞も第2回も殆ど動きがなく伝
わらぬもどかしさが感じられた.
MI 最初から，重量かな感性に築付けされた完成度の高い短歌を作っていたが，動きについても初めの符に
比べ， ブ口プーパターン・レベノレ共に進歩が見られた.
N I 傷害による生活の苦しれから，感性毅かな短歌が時々苦しれたりするが，取り組み姿勢は真剣で怪我の部
復と共に立ち穫ると思われ，期待できる人である.
結論
以上をまとめると，次のようになる.
1.短歌については，最初の頃はただ字数を合わせる為だけの，言葉の羅列に過ぎなかったものが，短歌のリズ
ムに擦れてくるに従って，内務的に広がり~見せ始め，終わりの頃には大多数の者が感情を鐙わにしないに
も拘らず，何かを訴えかけられるようになってきていた.
2. 言語連想、検査については，後半殆ど全員がユニ…クな速走塁反応、が増加し，それに反比例するかのようにレベ
ノレの低い感情反応や潔腐っぽい反対語反応-定義反応、が減少してきていた.
3 ダンスの即興表現と前二者との関連性を見てみると，微妙な心の隠れを詠んでいる者又は詠もうとしている
立警は，概して動きにも進歩が見られ，これは言語連想検三菱のユニーク反応と軌をーにしていた. しかし中
には発想はユニークであるにも拘らず，動きに転換できない者も見受けられた.
そこでダ、ノスの郎輿表現指導に当たっては，今までのさ経験結果もそうであったように，いかに霊長かなイメージ
を湧かそうとも，それを動きに転換できなければ，観客にコミュニケートしにくいものであるから，色々な動き
を数多く繰返し緩殺させ，いつでも引き出せるように指導していきたいと改めて，怒った.
今回の実験に当たって，当初の約束であるとは言え，短歌作成・言語連想検査・郊輿表現と積極的に協力してく
れたゼミ学生 14名に紙上を借りてお礼を言いたい.短歌が毎B作れず，溜まって闘ったこともあったと朔く.
しかし，あとから今までの分を読み返した時，その時の自分が如実に現れてきて，成る程と思ったりする，良い
思、L、出になる，又自分の周りをよく見つめるようになったとも開くと，やはりやってよかったかなと思う.どう
か一時期だけでなく，折りに触れて感動を歌にしてほしい.そして将来母となる人達なのだから，心豊かな女性
になって欲しいと切に願うものである.
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